中学校数学科学習指導案

　廿日市市立吉和中学校　原　浩子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広島県立三次中学校　田淵　悠大
庄原市立東条中学校　辻　悠太
安芸高田市立美土里中学校　関本　愛美
広島県立広島中央特別支援学校　森田　和樹
    
１　日時　　令和７年１０月３日（金）
２　学年・学級　　第２学年１組
３　単元名　　１次関数
４　単元について
【単元観】
中学校学習指導要領（平成29年告示）第２章３節数学の第２学年「C　関数」(1)の内容を受け設定している。一次関数について、数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。
ア　次のような知識及び技能を身に付けること。
（ア）　一次関数について理解すること。
（イ）　事象の中には一次関数として捉えられるものがあることを知ること。
（ウ）　二元一次方程式を関数を表す式とみること。
イ　次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。
（ア）　一次関数として捉えられる二つの数量について、変化や対応の特徴を見いだし、表、式、グラフを相互に関連付けて考察し表現すること。
（イ）一次関数を用いて具体的な事象を捉え考察し表現すること。
中学校数学科において第１学年では、具体的な事象における二つの数量の変化や対応を調べ、関数関係について理解し、比例、反比例を関数として捉え直した。そこでは、変数と変域や座標について理解するとともに、比例、反比例の関係を表、式、グラフなどで表し、それらを関連付けながら変化や対応の特徴を考察することや、比例、反比例を用いて具体的な事象を捉え考察し表現することを学習している。第２学年では、第１学年と同様に具体的な事象における二つの数量の変化や対応を調べることを通して、一次関数について考察する。これらの学習を通して、関数関係を見いだし考察し表現することができるようにする。一次関数の学習は比例の学習の発展である。同時に、変化の割合に着目するなど、文字を用いた式によって関数をより深く学習する入り口となる単元である。
【生徒観】
本学年の生徒は、どの生徒も課題を解決するために既習と結び付けて考えようとする姿勢が見られ、分からない内容に関して互いに聞き合う姿勢や、よりよい表現を考察する態度も見られる。しかし、必要な情報を文章から抽出するのが苦手な生徒や、書くことに時間を必要とする生徒もいる。
単元前に実施したテストでは、地震によって発生するS波とP波における波が伝わる時間と距離のグラフから２つの数量関係を比例と読み取り、比例の式を作る問題と、ある地点でのS波とP波の到着時刻の差を求める問題で、以下のような正答率となった。
	
	正答

	グラフから比例の式を作る問題
	５０％

	グラフと式から到着時刻の差を求める問題
	７５％






グラフから比例の式を作る問題では、S波とP波の式を逆にして解答している生徒や、比例定数を求めた後に、反比例の式に代入して解答している生徒がいた。比例の一般式に代入して、式を求めている生徒は、上の表のグラフから比例の式を作る問題で正答している生徒の５０％だった。このことから、グラフと式との結びつきが弱いと考えられる。他の生徒は、グラフから距離と時間を読み取り、速さを求め、式をつくっていた。グラフと式から到着時刻の差を求める問題では、時間ではなく到着が速い方をS波やP波で解答しており、文章で問われているものと異なるものを解答している生徒がいた。見直しの時には解くことができたため、文章を最後まで読み、問われていることを正しく読み解くことに困難さを持っていると思われる。さらに、事前アンケートでは以下のような結果になった。
	
	とてもそう
思う
	そう思う
	そう思わない
	とてもそう
思わない

	数学が好き
	０％
	５０％
	５０％
	０％

	前に学んだ内容を使って考えようとしている。
	５０％
	５０％
	０％
	０％

	表や式、図を使って考えようとしている。
	５０％
	５０％
	０％
	０％

	日常生活と数学を関連付けて考えようとしている。
	２５％
	２５％
	５０％
	０％


この結果から、既習事項と結び付けて考えようとする生徒が多く、表や式、図を利用しようとする生徒であることがわかる。しかし、日常生活の事象を数学に関連付けて考えることは少ないということも読み取れる。
【指導観】
　　指導に当たっては次の事に留意し、実施していく。
①生徒が一次関数を深く理解するために、表、式、グラフの関係を関連づけるだけでなく、既習事項である比例との比較を通して、学びのつながりを意識させる。こうした系統的な理解を基盤として、知識・技能を活用しながら思考する力を養っていく。また、単元全体を通した「本質的な問い」（どうしたら未来を予測できるだろうか。）を設定し、学習を断片的でなく継続的な思考のプロセスとして捉えさせる。
②授業では、ふり返りプリントを活用し、「分かったこと」「まだはっきりしないこと」などを明確にさせ、ふりかえりの時間を十分にとることで、自己調整・改善すべき点を考えられるようにしていきたい。また、部分的に自由進度学習を取り入れることで、主体的な学びを促していく。
③教員の説明を最小限に抑え、生徒同士の協働解決によって学びを深めていく。そのために、疑問を共有できるシートを用いて、生徒同士で疑問を協働解決させていく。また、協働解決の時間を多めに確保することや、「この場合はどうなる？」「別の方法は？」「似た問題は？」といった、生徒が数学的な見方・考え方を働かせる問いかけを行うことで、深い思考を引き出していく。
④ＩＣＴを活用して、書くことに困難を抱える生徒の支援や、グラフ作成の効率化、考えの可視化・共有を図ることで、思考に充てる時間を最大化していく。
⑤活用場面では、身近な題材に結びついた問題を取り入れることで、生徒の関心意欲を引き出しながら、数学と現実世界における数量の関係を数学の世界において考察することが可能になることに気付かせていく。
５　単元の目標
（1） 一次関数についての基礎的な概念や原理・法則などを理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付ける。
（2） 関数関係に着目し、その特徴を表、式、グラフを相互に関連付けて考察し表現することができる。
（3） 一次関数について、数学的活動の楽しさや数学の良さを実感して粘り強く考え、数学を生活や学習に生かそうとする態度、問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとする態度を身に付ける。

６　単元の評価基準
	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	1 一次関数について理解している。
2 事象の中には一次関数として捉えられるものがあることを知っている。
3 二元一次方程式を関数を表す式とみることができる。
4 変化の割合やグラフの傾きの意味を理解している。
5 一次関数の関係を表、式、グラフを用いて表現したり、処理したりすることができる。
	1 一次関数として捉えられる二つの数量について、変化や対応の特徴を見いだし、表、式、グラフを相互に関連付けて考察し表現することができる。
2 一次関数を用いて具体的な事象を捉え考察し表現することができる。
	1 一次関数について考えようとしている。
2 一次関数について学んだことを生活や学習に生かそうとしている。
3 一次関数を活用した問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとしている。



７　単元の計画
	時間
	ねらい・学習活動
	重点
	記録
	備考

	１
	おいしいお茶を入れるために必要な要素である温度と時間に注目し、その変化を表やグラフから読み取ることを通して１次関数の特徴を捉えることができる。
	知

態
	
	ノート観察
知①
ノート観察
態①

	２
	いろいろな事象で２つの変数の関係をｙ＝ax＋bで表すことを通して、事象の中には１次関数として捉えられるものがあることを理解することができる。
２つの数量が１次関数の関係になるかを式をもとに判断することができる。
	知


態
	
	行動観察
知②

振り返り
態①

	３
	１次関数の性質を調べるために、表の変化を読み取ることで式を作り、また、式から表を作ることを通して、１次関数の変化の割合を求めることができる。
表や式の特徴を比例や反比例と比較することで、１次関数の特徴をみいだし、表現できる。
	知


思
	〇
	小テスト
知④

ノート観察
思①

	４
	１次関数の２つの数量関係について、表の値からグラフで表すことができる。
グラフの特徴をもとに、切片の意味を理解することができる。
	知
	〇
	小テスト
ふりかえり
知④

	５
	１次関数のグラフの特徴から、傾きの意味を理解することができる。
１次関数のグラフの特徴を、表、式、グラフの相互関係について考察することができる。
	知
	〇
	小テスト
ふりかえり
知⑤


	６
	１次関数のグラフの特徴を、表、式、グラフの相互関係について考察することで、グラフを簡単にかくことができる。
１次関数のグラフをもとに、変域を求めることができる。また、ｘの変域からｙの変域を求めることができる。
	知
	〇
	小テスト
知⑤

	７
	１次関数の式を求めるのに必要な条件と、求める方法を考えることができる。
１次関数の傾きと通る点から、式を求めることができる。
	知
	〇
	ワークシート観察
知①

	８
	２つの通る点から、１次関数の式を求めることができる。
	知
	〇
	小テスト
知①

	９
	（４～８）の自由進度学習調整＋復習日
	知
　態
	
	ワークシート観察
知①②、④⑤
行動観察
態③

	10
	グラフに表すことを通して、二元一次方程式を１次関数として見ることができる。
	知
	
	行動観察
知③

	11
	いろいろな二元一次方程式のグラフ（aｘ＋０ｙ＝ｐや０ｘ＋ｂｙ＝ｑ）を考え、かくことができる。
	知
	
	ワークシート観察
知④

	12
	二元一次方程式のグラフの交点の座標を求めることを通して、座標平面上の２直線の交点の座標が、連立方程式の解として求められることを理解することができる。
	知
	〇
	小テスト
知④

	13
	時間と温度の変化を表やグラフを用いて考察することで、２つの数量を１次関数とみなして問題を解決する方法を理解することができる。
	思
	
	ワークシート観察
思②


	14
	距離と時間のグラフの一部を１次関数とみなし、そのグラフを読みとることで、速さや追いつくまでの時間を求め、グラフをもとに説明することができる。
	思
態
	〇
	ワークシート観察
思①
ワークシート観察
態②

	15
	長方形の辺上の点が動いたとき、頂点と動点を結んでできる三角形の面積について考察することを通して、具体的な事象から２つの数量を取り出し、その関係を表、式、グラフを用いて表現することができる。
	思
	
	ワークシート観察
思①


	16
・
17
	日常生活に関連付けた場面で、乗り物に乗るための待ち時間ができるだけ短くなるタイミングをグラフから読み取り、１次関数の特徴をもとに最短時間を求め、吟味することができる。【本時】
	思

態
	
	ワークシート観察
思②
ワークシート観察
態②

	
	単元で学習した内容についてふりかえり、単元で学習した内容の定着状況を自己理解、自己調整することができる。
	態
	〇
	行動観察
態①～③

	18
	単元で学習した内容についてのテストに取り組み、どの程度身についているかを自己評価する。
	知

思
	〇
　
〇
	単元テスト
知①～⑤
単元テスト
思①～③



８　本時の目標
　１次関数のグラフを読み取り、待ち時間が最短になる並び始めの時刻を求める方法を考えることができる。
９　本時の流れ
	展開
	学習活動
	指導上の留意点
（「努力を要する」状況と判断した生徒への指導の手だて）
	評価規準
（評価方法）協働解決
個人思考
ペア学習
ふりかえり



	導入５分
	１　スライドを通して課題を把握する。
（５分）







	流れを電子黒板で確認して見通しをもたせる。
USJ内にあるハリーポッターのアトラクションに乗るときに、できるだけ待ち時間を短くしたい。いつアトラクションに並び始めると、待ち時間をもっとも少なくできるか考える。ただし、８時に入場し、１５時に出口に集合できるようにする。また、８時の時点での待ち時間が５０分、１１時までは１０分につき５分ずつ待ち時間が増え、１１時から１５時までは１０分につき５分ずつ待ち時間が減るものとする。








	







	













展開40分
























展開40分
	

２　グラフの読み取り方を確認し、条
　　件を確認する。【全体】（７分）
[image: グラフ

AI 生成コンテンツは誤りを含む可能性があります。]




























３　グラフから待ち時間が最も少なくな
る時間を求める。
【全体】（２０分）




























４　考えたことを説明できるように個人で整理する。
　（４分）





５　整理した考えを共有し、説明しあ
う。【ペア】（４分）

６　全体で最短になる時刻と、その理
由を確認する。
	

〇経過時間（時刻）とアトラクションの待ち時間のグラフ、条件を提示する。
〇ワークシートを配布し、手元で確認できるようにする。
発問：１４時の時の待ち時間は？


〇ICTを用いて、１４時のときの待ち時間と、アトラクションに乗る時刻を確認することでグラフの読み取り方を押さえる。予測できる生徒の反応
・５０分
・どこを見ればいい？



発問：待ち時間が一番短いのは？


予測できる生徒の反応
・１５時



補助発問を通して、グラフの読み取り方や必要な条件を押さえる。


〇修学旅行のときはいろいろな条件があることを確認し、追加条件を提示する。
・最初入場してから１０分後にアトラクションに到着
・アトラクション自体の時間が１０分
・集合場所までの移動時間が１０分
・１０分前集合



発問：何時から並び始めると待ち時間が最も少なくなる？


〇集団で考え、思考を深める時間を十分にとる。
予測できる生徒の反応
・１４：２０に並んだら、待ち時間が４０分だからちょうど１５：００になるよ。
・でも１５時が集合だからそれはダメだよね。
・アトラクションに乗り始めるのは何分前ならいいんだろう。
・条件を見ると、３０分前にはアトラクションに乗り始めないといけないよね。
・１４時３０分に乗り始められるにはいつから並び始めたらいいんだろう。
・待ち時間がきりのいい数の時刻を見るとらくだな。
・１３時４０分に並ぶと、６０分の待ち時間だから１４時４０分に乗り始めることになって、間に合わないね。
・１３時２０分に並ぶと７０分の待ち時間だからちょうど14時３０分から乗り始められるよ！
・１３時２０分が待ち時間が最短になる時間だ。
・もっと待ち時間が少ない時刻はないのかな？
・入場して１０分後に並べるみたいだけど、最初の方はどうなっているだろう？
・８時１０分の時は大体５５分待ちだね。定規をあてて比べてみても待ち時間７０分より短いよ。
・待ち時間がもっとも短くなる時刻は、今回の条件だと８時１０分だね。
・８時１０分の正確な待ち時間を求める方法はないかな。
・１１時までは１０分ごとに待ち時間が５分ずつ増えてるから、５５分で間違いないと思うよ。
・グラフを見ると、待ち時間が５分ぐらいのめもりの時刻があるけど、正確には何分なんだろう。
・このグラフを式で表すとどうなるかな。
・前半のグラフの式はｙ＝0.5ｘ＋５０、後半はｙ＝－0.5ｘ＋２３０になるね。
・前半の式にｘ＝１０を代入すると待ち時間が５５分だとわかるね。
・グラフを見ると、後半で最初の８時１０分の時より待ち時間が長くなるときはないから８時５０分かな。












ヒントカードを見れるようにしておく。（ICT：乗り始められる時刻を表すグラフ、紙：待ち時間と時刻の表、紙：グラフの式を表したもの）


ICTを用いて並び始めた時刻とアトラクションに乗る時間の関係をとらえさせる。ヒント：https://www.geogebra.org/classic/grvsmfpe



〇求めた時間より待ち時間が短い時刻はないか、定規を用いて確認させる。
〇生徒によっては式で表し、正確な時間を考えさせる。

〇説明のまとめ方を選択させる。
（ワークシートもしくはミライシード）
“待ち時間が最短になる時刻は△時□分だと思う。理由は～“という書き出しで書かせる。

〇自分の考えと違う部分や新しく発見したことのメモを取らせる。
説明を聞くことで理解を深め、
学習を確かにする。
	めあて： 待ち時間が最短になるときの並び始める時刻を求めることができる。





















補助発問：１５時が待ち時間が短いから１５時に並んでもいい？
　　　　⇒集合時間だからだめ。１５時には乗り終わって、集合してないといけない。
　　　　⇒アトラクションに乗る時間はどれくらいなんだろう？












思判表：
行動観察






























	ふりかえり５分

	７　本時のふりかえり（５分）
　













	〇５で聞いた内容を踏まえ、誰のどんな考えが自分にとって理解が深まったかふりかえらせる。

	予測できる生徒の反応
・１次関数のグラフを読み取ることで、待ち時間が最短になる時刻を予測することができた。
・１つ求めて答えにせず、他の場合も考えて、より適切な方を判断することも大切だと思った。
・条件を正しく読み取ることが重要だと思った。
・待ち時間だけでなく、集合までの時間も考えないといけないのが難しかった。
・グラフだけではなく、式で考えるとどうなるのか調べてみたいと思った
・時間の変化を読み取るのに、表にして表すとわかりやすいと思った。
・難しかった。
・～の…という考え方で自分の―に対する理解を深めた。








１０　本時の評価規準
	評価規準
	A
	B

	思・判・表
	・協働解決の中で思考することにより、グラフをもとに最短になる時刻を求め、答えを吟味し、後半ではなく前半に並んだ方が最短時間になることを判断し、説明することができる。
	・協働解決の中で思考することにより、グラフをもとに最短になる時刻を求め、後半では１３時２０分が最短時間になることを求めることができる。


１１　板書計画
め：待ち時間が最短になるときの並び始める時刻を求めることができる。


[image: グラフ

AI 生成コンテンツは誤りを含む可能性があります。]・８時に入場
・１５時に集合
・８時では５０分待ち
・１１時まで１０分ごとに５分ずつ待ち時間増加
・１１時から１５時までは１０分ごとに５分ずつ待ち時間減少

最短になる時刻

A　８時１０分

最短になる時刻は？

追加条件
・最初入場してから１０分後にアトラクションに到着
・アトラクション自体の時間が１０分
・集合場所までの移動時間が１０分
・１０分前集合
必要だと思う条件
・出発時間と集合時間
・集合場所までの距離
・アトラクションの待ち時間
・待ち時間のピーク
・アトラクション自体にかかる時間
・アトラクションまでにかかる時間
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